
令和５年度 大船渡市市民活動支援事業 活動報告 

 

団体名 SPOJ 友結バンド 

事業名 楽器練習・発表を通じての居場所づくり及び世代間交流 

 

＜事業概要＞ 

 震災直後の各地域にバラバラに住み始め、遊びもままならない子供たちを見て 

“楽器を通じて友達づくりを”目標に発足しました。 

震災後 12年が経ち、学校以外の場でも活動したい子や、その子どもたちに指導す

ることで、新たな生きがいを見つけた大人たちの居場所にしたいと活動しています。 

週一回の練習と、その後のおしゃべりでの世代間の交流、第一中学校との定期演

奏会・市民芸術祭“音楽のつどい”への参加など、市民の方々の目にも触れてもらう

機会を作っています。 

 

＜実施効果＞ 

補助金の活用により、楽器のメンテナス・消耗品（楽譜・オイルなど）を購入でき、

定例の発表会へ向けて、日々の練習を円滑にすすめることが出来ました。 

子どもたちが、たくさんの人の前で演奏することで自信につながり、大人との交

流から人との関わり方を身につける場ともなり、子どもたちが心配なく活動できる

居場所づくりになっています。 

また、練習している所を、随時、自由に見学してもらい、地区・地域への一般開放

をしたことで、活動を知ってもらう機会が増え、今年は４名の中学生の加入や未経

験の大人も参加しています。 

 

＜今後の展開＞ 

・学校以外の場でも活動したい子や、私たちの演奏や練習を見て上達したいと思っ

てくれた子どもたちに、機会を作って、自分たちの活動を発信していきたいです。 

・楽器を通して、世代間交流や自分の居場所を感じることができる場を継続してい

きたいです。 

・コロナ禍で休止している、老人ホームなどへの慰問を復活したいです。 

 

＜市民のみなさんへ一言＞ 

年齢にとらわれず、楽器練習・演奏を通して、自分の居場所づくりをしませんか？

10代～70代まで幅広い団員がいます。演奏も楽しいですよ。季節ごとのイベントも

楽しみながら、一緒に活動しましょう。 ※ 楽器は貸与します。 
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